キメ ノ レーシネス ニ オヨボス ソクド ト キョリ ノ コウカ by 梅津, 幸子 et al.
熊本大学学術リポジトリ
Kumamoto University Repository System
Title ????????????????????
Author(s)??, ??
Citation??????????, 6: 107-117
Issue date2008-03-14
Type Departmental Bulletin Paper
URL http://hdl.handle.net/2298/10122
Right
熊本大学社会文化研究６（2008） 107
きめのレーシネスに及ぼす速度と距離の効果
梅津幸子
床や織物の生地、壁紙の模様などのように、細かな要素が繰り返し配置されてできる模様をきめ
(テクスチャー）という。周囲の環境を把握する際、我々は視覚を用いた手がかりを数多く使用して
いるが、そのなかでもきめの知覚は、広範囲にわたる外界の情報をすばやく処理する過程において、
重要な役割をはたしている。きめを構成する要素の密度が変化すると、細かいきめの部分ほど遠くに
知覚される。面における構成要素の密度の変化を勾配と呼び、その勾配が急激な面ほど大きく傾斜し
て知覚される。また、きめの密度勾配に非連続的な変化がある場合、そこに「縁」が現れ、その内部
と外部が区別されて、そこに一つの図形が捉えられる。きめの勾配は、我々が奥行きを知覚する際に
用いる手がかりの一つであり、面の形状や奥行きの変化に関して重要な情報をもたらす。
きめ要素が他と異なる時、その領域は新しい図形として知覚されるが、きめの要素の変化を２つの
図形が重なっているためであると認識する場合がある。例えば、窓にかけられた２枚のレースのカー
テンが中央の部分で重なるとき、重なった部分は新しいきめ模様を形作る。しかし、もとのカーテン
のきめとは違うきめが存在するにもかかわらず、我々はそこに新しい３枚目のカーテンがかかってい
るとは見ない。このとき、網膜に映るのは、ただの３つの領域に分かれたきめ（カーテン）の映像だ
が、我々は２枚のカーテンの間に奥行きを感じ、重なった部分を３つ目の図形としてではなく、２つ
の重なった図形として知覚する。では、このように重なった部分のきめが変化したとき、どのような
場合にそれを３つ目の図形として認識し、どのような場合に２つの図形として認識するのだろうか。
きめで構成された２つの図形が重なって存在する時、一方のきめが他方から透けて見える現象をき
めのレーシネスという（Watanabe＆Cavanagh,1996)。Watanabeらは、線形のきめ要素からなる正方
形の刺激図形を用い、きめのレーシネスの特性を検討した。その結果、きめのレーシネスは、きめ要
素の方向、大きさ、重なり方など、要素間の類似性が減少すると、強く生起することが分かった。つ
まり、重なったそれぞれのきめが、１つのかたまりとして強く知覚されるときにレーシネスは強く生
起するということである。このことより、彼らは、きめのレーシネス生起の原因が、それぞれの刺激
におけるきめ要素間の群化によると結論した。さらに、Watanabe（1993,1994）では、重なりあった
２つの四角形の刺激を運動させた際、きめが動くことによって一方が他方から透けて見えると報告し
ている。
重なり合った複数の図形を異なる方向に運動させると、他方から透けて運動している構造を作り出
すことができる（Clarke,1977;ｖａｎＤｏｏｒｎ＆Koenderink,1983)。このように複数の図形が重なりあっ
て運動するとき、同方向に向かう図形の速度について５％の、角度については１．の違いを検出でき
ることが分かっている（McKee,1981;Levinson＆Sekuler,1976;Watamaniuk＆Duchon,1992；
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Watamaniuk＆Sekuler,1992)。
また、Bravo＆Watamamuk（1995）は、速度を様々に変化させた刺激を呈示し、その刺激の速度が
平均よりも遅いか速いかを選ばせることによって、速度の弁別能力を調べた。その結果、人の視覚シ
ステムは速度の弁別に際して、粗く局所的な計算と、細かな大域的な計算の２つを行っていることが
分かった。視覚システムは、最初に、局所的な運動測定の計算をし、それによって生み出される粗い
信号によって、異なる刺激の運動の分離を行う。次に、同じ刺激に割り当てられた運動を測定し、統
合することによる細かな信号によって、刺激の速度の判断を行う。そして、視覚システムは、この２
段階の速度の計算によって、空間分解能と正確な速度測定の間のトレードオフの関係を解決している
とした。
以上のことから、２つのきめが重なった場合はきめ間の群化、つまり大域的な要素が、それらが運
動する際にはきめの速度、つまり、局所的な要素が、２つのきめ図形の弁別に影響していることが考
えられる。では、２つの要素はどのような関係にあるのだろうか。そこで、本研究では、実験１でき
め刺激の運動速度がきめのレーシネスに与える影響を、実験２で群化を強めることによるきめのレー
シネスヘの影響をそれぞれ検討し、実験３でその２つの関係を検討する。
さて、運動する重なりあった複数の図形に関するこれまでの研究は、速度や角度の弁別を取り扱っ
たものが多い。Braddick,Wishart,＆Curran(2002）は、２つのきめが運動する際の角度の弁別におけ
る、速度の影響を検討した。その結果、彼らは速度は角度の弁別に影響を及ぼすが、運動時の透明視
の大きさには影響しないと結論付けた。しかし、彼らの結果は角度の弁別課題を使ったものであり、
直接「透けて見えるか」を扱ったものではない。よって、本研究ではWatanabeらのきめのレーシネ
スの指標を用いて、２つの図形の弁別における速度の効果を検討する。また、２つの図形が重なった
際に、それらを、１つのまとまった図形や３つの領域を持つ図形といったように知覚せず、別々の図
形であると知覚するということは、それらを面として認識しているといえる。２つの面は同じ領域と
奥行きに同時に存在することはできないため、それらの問に奥行きを知覚し、片方、または両方を透
明であると認識していると考えられている（Watanabe＆Cavanagh,1996)。よって、きめのレーシネ
スとともに見えの奥行きに関しても同時に検討する。
実験１
目的
本実験では、２つのきめを動かす速度を変化させ、きめのレーシネスに及ぼす影響を検討した。ま
た、前述したように、きめのレーシネスが生起するとき、我々はきめのパターンを面として知覚し、
２つのきめの問に奥行きを知覚していると考えられる。よって、本実験ではきめのレーシネスの生起
の大きさに加え、見えの奥行きも反応指標とし、その関係を検討した。
方法
被験者裸眼視力あるいは矯正視力が正常な男７名、女３名の計１０名の大学生、あるいは大学院生
であった。
装置コンピュータ（クロック周波数L70Ghz）で制御した１７インチの液晶ディスプレイ（I-0
DATA社製LCD-A173VW）上に刺激を呈示した。
運動刺激円形のきめの刺激の直径は視角で約5.2.、きめの要素の点は縦、横とも0.05゜だった。
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また、きめの要素は0.2゜の間隔で配置した（Figurel）。黒い紙で覆ったディスプレイ中央の縦１５｡×
横26゜の実験ウインドウに刺激を呈示した。２つのきめはそれぞれ他方の刺激と1.5°離して、実験
ウインドウの中央に呈示し、プログラムの開始と共に移動を開始させた。画面に呈示した２つのきめ
は、実験開始と同時に、互いに他方のきめが配置されている方向に向かって移動し、他方のきめが最
初に配置されていた位置までくると、再び、反対方向に向かって移動した。２つのきめが動く速度は、
それぞれ、秒速０．２．，１．７．，２．４．，４°の４条件だった。見えの奥行きの比較刺激は実験ウインドウ
の左上に呈示し、縦１．、横０２．だった。
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FigurelIIlustrationoftexturecircIesusedinthisstudy．
手続き暗室内で、約３分間の暗順応の後、それぞれの条件をディスプレイ上にランダムな順序で
呈示し、約57cm離れた距離から被験者に観察させた。さらに、一方の図形が他方の図形から透けて見
える時、つまりFigure2-aのように２つの図形が違う図形だとはっきり分かる時を「10｣、Ｆｉｇｕｒｅ２－
ｂのように２つの図形の重なった部分が新たなきめを持つ領域として見える時を「０」として、テク
スチャーレーシネスの生起の強さを０～１０の11段階で答えるよう求めた。続いて、画面左上に呈示さ
れた目盛を「１０」とした場合、上から見た時の２つのきめの間の見えの奥行きが、どの程度に見える
か答えるよう求めた。刺激は被験者が評定値を答えるまで上記の移動を繰り返し、被験者が評定値を
答えると、次の刺激を呈示した。
数回の練習試行を行った後、４条件の検査試行を１試行ずつ含む１ブロックを10ブロック、合計４０
回の検査試行を行った。また、第５ブロックと第６ブロックの間に５分間の休憩を挿入し、被験者か
ら要求があったときも同様に休憩を挿入した。各条件の実施順序の効果は、ブロック間でカウンター
バランスした。
結果
各条件のきめのレーシネスの生起の強さと見えの奥行きの平均評定値をFigure3に示す。図より、
きめのレーシネス、見えの奥行きともに速度の増加に伴って、評定値が増加していること、見えの奥
行きの評定値は、きめのレーシネスの評定値よりも各条件間において、差が少ないことが分かる。
きめのレーシネスの強さの評定値において分散分析を行ったところ、有意な速度の主効果が見られ
た（Ｆ(3,27）＝42.459,ｐ＜001)。続いて、ＬＳＤ法による下位検定を行ったところ、秒速０．２.条件と、
1.7.,2.4゜、及び4゜の各条件対間、及び秒速1.7゜と、４゜の各条件対間で評定値に有意な差が見られ
た（ｐ＜,05)。以上のように、速度が速くなるにつれ、きめのレーシネスは強く生起した。
見えの奥行きの評定値において、開平変換後、分散分析を行った結果、有意な速度の主効果が見ら
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Figure2IIlustrationshowntosubjectsasacriterionforrating．
れた（Ｐ（3,27）＝37.625,ｐ＜､００１)。続いて、ＬＳＤ法による下位検定を行ったところ、秒速0.2゜と、
1.7゜、２．４｡、及び4゜の各条件対問で評定値に有意な差が見られた（ｐ＜､０５)。以上のように、速度が
速くなるにつれて、見えの奥行きは大きく判断された。
考察
結果より、きめのレーシネスは２つのきめの移動速度が速くなると強く生起し、移動速度が遅くな
るとその生起が弱くなると考えられる。しかし、速度が速くなるにつれて、きめのレーシネスは強く
生起する傾向にあるが、秒速0.2.条件とＬ７．，２．４．、及び4゜の各条件対間、秒速1.7°と４゜の各条件
対問でしか有意な差が見られていない。このことから、速度の違いが大きい場合においてのみ、速度
はきめのレーシネスの生起に強い影響を与えると考えられる。
また、見えの奥行きに関しても、きめのレーシネスの場合とほぼ同様のことが言える。秒速0.2゜
と17.,2.4.、及び4Pの各条件対間で有意な差が見られたことから、きめの移動速度が急激に増加す
ると、見えの奥行きも増加することが考えられる。しかし、見えの奥行きの評定値はきめのレーシネ
スよりも個人差が大きく、きめのレーシネスよりも顕著な速度差が必要だと考えられる。
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実験２
目的
２つのきめが重なるまでの時間が長くなることは、それぞれのきめが違う図形として独立して存在
していることを認識している時間が長くなるということである。実験２では、それぞれのきめが同じ
方向に進むことによる共通運命の法則に加え、この経験の要因を加えることによって、きめ間の群化
を強化させ、きめのレーシネスに及ぼす影響を検討した。
方法
被験者裸眼視力あるいは矯正視力が正常な男７名、女３名の計１０名の大学生、あるいは大学院生
だった。
刺激条件にあわせて、２つのきめ間の距離を変化させた以外は、実験ｌと同様だった。
手続き実験変数として、２つのきめの端から端までの距離を変化させた。２つのきめは実験ｌと
同じく、実験開始と同時に、互いに他方が配置されている方向に向かって移動し、他方のきめが最初
に配置されていた位置までくると、再び、反対方向に向かって移動した。それぞれ、２つのきめのう
ち、一方のきめが他方のきめと直径のｌ／２（－２．５｡）重なっている条件、直径のｌ／４（－１２５｡）
重なっている条件、０。（接触)、１５．，５。、８．５．，１２.他方のきめと離れている条件の７条件を用意
した。以上に加えて、７条件を１０試行ずつ行った他は、実験ｌと同様だった。
結果
各条件のきめのレーシネスの生起の強さと、見えの奥行きの平均評定値をFigure4に示す。図よ
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り、きめのレーシネス、見えの奥行きともに運動距離の増加に伴って、評定値が増加していること、
また、見えの奥行きの評定値は、きめのレーシネスの評定値よりも各条件間の差が少ないことが分か
る。
きめのレーシネスの強さの評定値において分散分析を行った結果、有意な移動距離の主効果が見ら
れた（Ｆ(6,54）＝22119,ｐ＜001)。続いて、ＬＳＤ法による下位検定を行ったところ、－２．５.条件と、
－Ｌ２５．，０．，１．５．，５．，８.５．、及び12.の各条件対間、-1.25.条件と０．，１．５．，５．，８．５．、及
び12゜の各条件対間、０゜条件と、５゜、8.5゜、及び12゜の各条件対間、Ｌ5゜と12゜の条件対間で評定値
に有意な差が見られた（LSD＝911,ｐ＜05)。以上のように、移動距離が増加するにしたがって、
きめのレーシネスは強く生起した。
見えの奥行きの評定値において、開平変換後、分散分析を行った結果、有意な移動距離の主効果が
見られた（F(6,54）＝13.157,ｐ＜001)。ＬＳＤ法による下位検定を行ったところ、－２５.条件と、－
Ｌ25゜、０．，１５．，５．，８５゜、及び'2゜の各条件対間、－１２５.条件とＬ５．，５゜、85.、及び12゜の
各条件対間、０．条件と、１５．，５゜、85.、及び12゜の各条件対間で評定値に有意な差が見られた
(LSD-562,ｐ＜05)。以上のように、移動距離の増力[|するにしたがって、見えの奥行きは大きく判
断された。
考察
結果より、２つのきめの間の運動距離が増加すると、きめのレーシネスが強く生起すると考えられ
る。しかし、評定値に有意な差が見られたのは－２．５.条件（ｌ／２重なっている条件）と、-1.25。
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(ｌ／４重なっている条件)、０．，１．５．，５゜、８５．、及び12゜の各条件対間、-1.25.条件と、０．，
１．５゜、５．，８５゜、及び12゜の各条件対間、０゜条件と５゜、8.5゜、及び12゜の各条件対間、１５゜と12゜
の各条件対間のみであった。つまり、２つのきめが重なって配置されている、もしくは接触して配置
されている条件とその他の条件間では有意な差が見られたものの、２つのきめが離れて配置されてい
る条件間では、その差が極端に大きなもの以外では有意な差が見られなかったのである。
本実験において、２つのきめは、互いに他方が配置されている方向に向かって移動し、互いが最初
に配置されていた位置にくると、再び反対方向に向かって移動するように設定していた。よって、重
なって、あるいは接触して配置されているきめは、移動の始点、終点ともに重なっている状態であり、
移動しても、２つのきめが離れることがない。結果、２つのきめの大部分は常に重なっていることに
なる。－２．５゜、-1.25.,0゜条件では、このように２つのきめが常に共通の部分を持っていたため、
２つのきめそれぞれが群化するのを妨げ、きめのレーシネスの生起が弱まったと考えられる。また、
重なる面積が大きい程、単独で見える領域が少ない。よって、２つのきめが重なって配置されている、
もしくは接触して配置されている条件では、距離が少し離れるだけで、単独で見える部分が増加し、
１つのまとまりとしてのきめ刺激が見えやすくなり、評定値に差が出たのだと考えられる。
最後に、２つのきめが接触していない条件対間において、１．５゜と12゜の条件対間のみでしか有意な
差が見られなかったことから、純粋に距離の増加によってきめのレーシネスが増加するためには、そ
の増加量が極端に大きなものでないと差が現れないものと考えられる。
実験３
目的
実験１において、２つのきめの運動速度を変化させたところ、速度が速くなるにつれてきめのレー
シネスが強く生起した。実験２において、２つのきめの間の運動距離を変化させたところ、２つのき
めの間の運動距離が離れるにつれて、きめのレーシネスが強く生起した。そこで、実験３では、きめ
のレーシネスの生起に及ぼす、２つのきめが移動する速度と、距離の関係について検討した。
方法
刺激低速度条件、中速度条件、高速度条件として、実験１から、それぞれ、秒速0.2゜、１．７．，
４゜条件の３条件を選択した。距離は、実験２から、－２．５.条件、-1.25.条件、１．５.条件の３条件
を選択した。よって、実験３では、速度（３）×距離（３）の９条件を使用した。
手続き９条件を10試行ずつ行った以外は実験ｌと同様だった。
被験者裸眼視力あるいは矯正視力が正常な男７名、女３名の計１０名の大学生、あるいは大学院生
だった。
結果
各条件のレーシネスの生起の強さと見えの奥行きの平均評定値をFigure5に示す。図より、速度、
運動距離が増加するのにともない、きめのレーシネスと見えの奥行きが共に増加していることが分か
る。また、きめのレーシネス、見えの奥行きの両評定値において、距離-2.5゜条件で、高速度条件
が中速度条件よりも評定値が低くなっていることが分かる。
きめのレーシネスの生起の強さに関して速度（３）×距離（３）の２要因の分散分析を行ったとこ
ろ、速度（Ｐ（2,18）＝81905,ｐ＜､001)、距離（Ｆ（2,18）＝21.363,ｐ＜００１）の主効果、及びこ
1１４
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れらの交互作用（Ｆ（4,36）＝11052,ｐ＜001）が有意であった。
秒速０２．，１．７．，４．の全ての距離条件において、速度の単純主効果がそれぞれ有意であった（Ｆ
(2,54）＝39034,ｐ＜001；Ｆ（2,54）＝７０４１４，ｐ＜001；Ｆ（2,54）＝90011,ｐ＜001)。几Z/α冗
法による下位検定を行ったところ、全ての距離条件において、低速度条件よりも中速度条件、高速度
条件の方がきめのレーシネスの値は有意に大きく（ｐ＜05)、中速度条件と高速度条件間ではきめの
レーシネスの値に有意な違いが見られなかった。
中速度、及び高速度条件において、距離の単純主効果がそれぞれ有意であった（Ｆ（2,54）＝
14404,ｐ＜001；Ｆ（2,54）＝37149,ｐ＜001)。ＲZ/α冗法による下位検定を行ったところ、中速度、
高速度の各条件において、距離－２．５°条件よりも距離一Ｌ２５.条件、距離1.5｡条件の方が、また、距
離－１２５.条件よりも距離１５゜条件の方がきめのレーシネスの値は有意に大きかった（ｐ＜05)。
以上のように、中速度、高速度条件では、２つのきめが離れるにつれて、きめのレーシネスは強く
生起するが、低速度においては距離の効果は見られず、また、全ての距離において、他の２条件より
も低速度条件のレーシネスの生起は弱くなった。
見えの奥行きの評定値において、開平変換後、速度（３）×距離（３）の２要因による分散分析を
行ったところ、速度（Ｆ(2,18）＝54451,ｐ＜001)、距離（F(2,18）＝6412,ｐ＜０１）の主効果、及
びこれらの交互作用が有意であった（Ｐ（4,36）＝4494,ｐ＜０１)。
距離－２５．，－Ｌ２５．，１５゜の全ての距離条件において、それぞれ速度の単純主効果が有意であっ
た（Ｆ(2,54）＝26505,ｐ＜００１；Ｆ(2,54）＝39286,ｐ＜００１；Ｆ(2,54）＝55024,ｐ＜001)。Ｒz/α冗
法による下位検定を行ったところ、全ての距離条件において、低速度条件よりも中速度条件、高速度
条件の方が見えの奥行きの値は有意に大きく（ｐ＜０５)、中速度条件と高速度条件間では見えの奥行
きの値に有意な違いが見られなかった。
中速度、高速度条件において、距離の単純主効果がそれぞれ有意であった（Ｆ(2,54）＝5206,ｐ＜
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０１；Ｆ(2,54）＝10.95,ｐ＜､001)。Ｅｇａ１ｚ法による下位検定を行ったところ、中速度条件において、距
離－２．５゜条件よりも距離1.5゜条件の方が見えの奥行きの値が有意に大きく、高速度条件において、
距離－２．５.条件、距離－１．２５゜条件よりも距離1.5゜条件の方が見えの奥行きの値が有意に大きかった
(ｐ＜０５)。以上のように、見えの奥行きにおいてもきめのレーシネスと同じく、中速度、高速度条
件では、２つのきめが離れるにつれて、その値は大きくなるが、低速度においては距離の効果は見ら
れず、また、全ての距離において、低速度条件のみが他の２条件よりも見えの奥行きは小さく判断さ
れた。
考察
結果より、２つのきめの間の運動距離、速度が増加するにつれて、きめのレーシネス、見えの奥行
きの評定値が増加した。
速度に関して、きめのレーシネス、見えの奥行きの両方において、低速度条件と中速度条件、高速
度条件において有意な差が見られたが、中速度条件と高速度条件では有意な差が見られなかった。こ
のことより、速度については、その差が顕著であることよりも、速度が遅い場合に、より鋭敏にきめ
のレーシネスが影響されることが示唆される。
距離に関しては、きめのレーシネス、見えの奥行きの両方において、中速度、高速度条件では、２
つのきめが離れるにつれて、その値は大きくなったが、低速度においては距離が離れても、その値は
低いままであった。つまり、きめのレーシネスが生起しやすい距離の条件と、きめのレーシネスが生
起しにくい速度の条件が競合した場合、距離の効果は打ち消されることが分かった。このことより、
きめのレーシネスに与える影響は、距離の効果よりも速度の効果の方が強いと考えられる。
また、高速度条件において、距離－２．５.条件でのきめのレーシネスの生起は、高速度条件の他の
距離に比べて著しく弱かった。これは見えの速度が速すぎるときめのレーシネスの生起が妨げられる
ことを示しているのかもしれない。水平方向に移動する対象の見えの距離は、速度が遅い場合に短く
なり、速度の増加とともに長くなる（瀬谷，1950)。つまり、同速度で距離を増加させると見かけの
速さは遅く知覚され、同距離で速度を増加させると移動距離は過大視される。距離-125.条件での
高速度条件は他の高速度条件よりも距離が短くなったことで、その見えの速度が極端に速くなってい
た可能性がある。そのため、他の条件よりもきめのレーシネス、見えの奥行きの評定値が低くなった
のかもしれない。よって、きめのレーシネスは速度が遅い場合と同じく、速い場合も生起しにくくな
るということより、きめのレーシネスが生起するためには、適切な速度が存在することが考えられる。
総合考察
実験ｌにおいて、きめの間の距離を固定し、その運動の速度を変化させたところ、きめのレーシネ
スと見えの奥行きは速度の増加にともない、その評定値も増加した。きめのレーシネスの生起の強さ
に関して、秒速0.2.条件と秒速１．７．，２．４．，４．条件対間、秒速Ｌ７｡条件と秒速４゜条件対間において
のみ、有意な差が見られた。しかし、実験３において、低速度条件と中速度条件間、低速度条件と高
速度条件間において、きめのレーシネスの評定値に有意な差が見られたが、中速度条件と高速度条件
では有意な差が見られなかった。実験３において、低速度条件は実験ｌの秒速0.2.条件を、中速度
条件は秒速1.7.条件を、高速度条件は秒速４．条件を使用した。よって、低速度条件と中速度条件の
速度差は秒速１５゜になり、中速度条件と高速度条件の速度差はそれよりも大きい2.3゜になる。にも
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かかわらず、低速度条件と中速度条件、高速度条件にのみ有意な差が見られ、中速度条件と高速度条
件には見られなかったことから、きめのレーシネスは速度が遅い場合にのみ、速度に鋭敏に影響され
ることが示唆される。
BraddicketaL(2002）は、速度は運動透明視の大きさに影響しないという結果を得た。しかし、彼
らの使用した速度は一番遅いものでも秒速1°であり、これは本研究の実験３で用いた中速度条件よ
りも少し遅い程度である。本研究で明らかになったように、速度が遅い場合にのみ速度の影響が現れ
るとすれば、彼らの用いた速度は運動透明視の大きさに影響を与える範囲になかったと考えれば説明
できる。
実験２において、２つのきめの間の運動距離が増加すると、きめのレーシネスが強く生起すること
が明らかになった。しかし、２つのきめが常に重なっている部分を持つ条件とその他の条件間では有
意な差が見られたが、２つのきめが離れて配置されている条件間では、その差が極端に大きいもの以
外では有意な差が見られなかった。このことから、きめのレーシネスに関して、距離の影響はその差
が顕著でなければ現れず、常に重なる領域の増減が、より強く影響していると考えられる。
実験３においては、実験ｌ、２の条件を使用して、速度と距離の関連`性を検討した。結果、低速度
条件において距離の効果が見られず、速度と距離の影響が競合した場合、距離の効果は現れないこと
が分かった。このことより、きめのレーシネスは距離による効果よりも、速度の効果により影響され
ると考えられる。また、高速度条件において、距離－２．５゜条件でのきめのレーシネスの生起は、高
速度条件の他の距離に比べて、著しく弱かった。同速度で距離を減少させると、見かけの速さは物理
的な速度よりも速く知覚されるということから（瀬谷，1950)、この条件では他の条件よりも見かけ
の速さが速く知覚され、きめのレーシネスの生起が阻害されたと考えることができる。よって、きめ
のレーシネスの生起に関しては適切な速度が存在する可能性がある。以上のことより、運動時のきめ
のレーシネスにおいて、大域的にきめの群化が起こっていても、速度が十分でない場合は、きめの
レーシネスの生起は弱められることが分かった。しかし、速度に関しては、速すぎてもきめのレーシ
ネスの生起は阻害される可能性があるため、今後のより詳しい検討が必要である。
３つの実験を通して、見えの奥行きについては、きめのレーシネスとほぼ同様の変化が見られたが、
きめのレーシネスよりも、速度や移動距離の効果は相対的に小さかった。これは実験１，２，３全体
にいうことができ、見えの奥行きは、きめのレーシネスと同じく、速度や距離に影響されるが、きめ
のレーシネスよりもその影響は小さい。このことから、見えの奥行きはきめレーシネスよりも不安定
で、速度、距離の影響も受けるが、それは条件差が大きい時に限られると考えられる。
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Effects of speed and distance on texture laciness.
Umezu Sachiko
We examined how moving speed and distance between two textures affect texture laciness, a
phenomenon, in which one texture is often seen through the other when the textures are presented
overlapped. Fifteen undergraduates and graduates were asked to rate the laciness and apparent depth
between the textures. Experiment 1 showed that texture laciness and apparent depth increased with
increasing speed. Experiment 2 showed that texture laciness and apparent depth increased with
increasing moving distance between the textures. Experiment 3 showed that texture laciness
decreased in a condition where moving speed appears remarkably fast. Experiment 1 and 3 showed
that speed affected sharply texture laciness only when it was slow. Therefore, we conclude that there is
an appropriate speed to produce texture laciness.
